
取り付け前に、この「安全上の注意」をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください。

●この説明書では商品を安全に正しく取り付けていただき、お客様や他の人々への危害�
　や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな表示をしています。�
　その表示と意味は次のようになっています。�

お守りいただく事項の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。�

注意 この表示の欄の内容を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う
可能性および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

表　示 意　味

してはいけない「禁止」内容です。� 必ず実行していただく「強制」�
内容です。�

注意
陶器に衝撃を与えない
陶器が破損してけがをしたり、水漏れのため家財を汚す原因になる�
ことがあります。�

異物が便器に詰まった際には、排水管内へ押し出さない
排水管内で異物が詰まり、建物全体に損害を与えるおそれがあります。�

異物の形状・大きさ、詰まった位置によっては掃除口より取り
出せない、または便器水溜まり部へ押し出せない場合には、便
器を取り外して異物を除去する

設置工事に使用する部品は必ず付属部品および指定部品を使用
する

注)1.便器前方には、左記作業空間を確保して
ください。
表示の寸法は最小寸法ですので、トイレ
ブースは余裕がある場合には大きめに設
定することをおすすめします。

　 2.ドアの開閉に支障がないことをご確認くだ
さい。

商品の機能が十分に発揮されるように､この施工説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。取り付け後は、お客様にご使用方法を十分にご説明ください。

同梱部品の確認�

取り付け前の注意�

安全上の注意（安全のために必ずお守りください）

便 器

補修品番：
C210CN

CS210CN 設置スペース（フラッシュバルブ標準セット時）

補修品番：
H240・1個

補修品番：HH05010

ふた本体

1個1個 1個 1個 1個 1個 1枚 1個 2個

本紙

パッキン 止め金具 平座金 六角穴付き
ボタンボルト

掃除口ふた部品 六角
スパナ棒

化粧
キャップ

施工
説明書

※部品があるか、下表を参照して確認してください。

施工説明書 2007.12H06581S

掃除口付き便器（掃除口ふたの取り付け・取り外し要領）

裏面につづく�



（1） （2）

（3） （4）

止め金具中央部を
持ちます。

（1）止め金具の中央部分
を持って　 部を便器
内に押し下げます。

（2）パッキンを手前に押し
下げながら　 部から
止め金具といっしょに
パッキンを引き抜きます。

　 部より便器内に
差し込みます。

止め金具を傾けて　  部
を便器内へ押し込みます。

パッキンがしっかり便器
内面に引っ掛かることを
　　　　　確認します。

A

BA

B

便器掃除口部

パッキンの取り付け方向を注意すること！
（� ）�2

ポイント②
専用工具を用いて締め
付けること！（� ）�5

ポイント③

1 止め金具とパッキンの組み立て
■止め金具とパッキンを
　組み立てる。 止め金具を差し込むときは、パッキ

ンを破らないよう十分注意する
パッキンが破れると水漏れの原因にな
ります。�

パッキンは必ず「上側」表示が上に
くるよう便器に取り付ける
誤った向きに取り付けると、水漏れの
おそれがあります。�

3 ふた本体の仮固定
■止め金具のナット部の位置を確認
　しながら、ふたをボルトで止め金
　具（ナット部）に軽く締め付ける。
　ふたと便器掃除口部との中心が合
　うようにふたの位置を調整してく
　ださい。

4 ふた本体の固定

5 固定の確認
■ふた本体が確実に固定されて
　いるか確認する。

①止水栓を閉める。

②便器内の水を抜き、掃除口部の下には、
　バケツなどを用意する。

③便器同梱の専用工具（六角スパナ棒）
　を用いて、六角ボタンボルト・ふた本
　体を取り外す。

便器に異物が詰まり掃除口のふたを開
ける際には、必ず便器内の汚水を抜い
てから行う
汚水が掃除口部よりあふれ、床を汚すおそ
れがあります。�

必ずふたを確実に固定したことを確認したうえ
で、便器洗浄を行うようにする
水漏れにより家財に損害を与えるおそれがあります。
万一水漏れする場合には締め増しをしてください。�

締め付けについては、便器同梱の専用工具（六
角スパナ棒）を左図の向きで使用する
誤った向きでの締め付けや、専用工具以外での締め
付けは陶器または部品が破損するおそれがあります。�

パッキンだけをつかんで、引き抜こう
としない
パッキンが破損します。�

掃除口ふたの取り外し方法（詰まった場合）�

2 便器掃除口へのパッキンの取り付け

パッキンの取り付け／取り外しは止め金具
の中央部分を持ってすること！（� ）�2

ポイント①

④止め金具の中央部分を持って下図のように、止め金具とパッキンをいっしょに取り外す。

⑤詰まり除去の作業が終わった際には、
　上記の取付方法に沿って掃除口ふた
　を確実に固定する。

各部の名称と施工のポイント�

取付方法�
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